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大阪大学看護学雑誌VoL5No1(1999)

編 集 後 記

今回、6名 の方の力作を論文としていただき、大阪大学看護学雑誌第5巻 を発行することができました。

第5巻 では、総説に、荻野教授には「花粉症とは何か一対策と予防」を、また病院紹介では手術部の紹介して

いただきました。まことにありがとうございました。皆様のご期待にそえるような雑誌になっていることを

願っております。

さて、大阪大学看護学雑誌は大阪大学保健学科看護学専攻と大阪大学医学部附属病院看護部との合同で研

究論文を刊行している刊行物です。いわゆる大学の紀要であ,ります。商業雑誌 「看護教育」VoL40,N(>1に よ

れば、紀要の査読のあり方を批判して、「研究業績を発表する場として紀要が必要であるとは思えない」と強

調 してお りました。確かに、紀要に、どのような論文を載せるか、また、 どのような水準を保つべきかなど

についてはいろいろ議論があると考えます。専門分野の学会誌のように高いレベルを保つべきという見方が

ある一方で、大学院生にも論文発表の機会を開き、論文執筆能力を学習するための機会を与えるべきだとい

う考え方もあ ります。つまり、「習作」さえも積極的に掲載する必要があるという見方もあろうかと思います。

紀要の水準をどのレベルに保つかという考え方によって、査読のあり方一つを取っても変わってくると思わ

れます。このような両端の意見のどのあたりに、おちつけるべきか、いろいろご議論があろうかと思います。

現状にとらわれることなく、視野を広げて、関係者の間で大いに検討が深まることを期待 しております。

(編集委員長 小笠原知枝)
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